




2022年度から新学習

指導要領が導入され、
高校の教科目を含め、
カリキュラムが大幅に
変更になる。《現小６》 

大学教育の質保証の一方、私立大学
の定員厳正化や、専門職大学設置等。 

2020年度にセンター

試験から、記述式の
導入や英語4技能を
含めた共通テストに。 



 
 

を３つの柱とする資質・能力の育成をめざす
ことになる 



全ＨＲ教室と理科教室に電子黒板を設置します。 

① 電子黒板機能付プロジェクター設置 



学校教育自己診断における、 
「牧野高校の授業は解りやすい」

への生徒の回答を、2020年度
までに80％以上にする。 
（2017年度69％） 

① 電子黒板機能付プロジェクター設置 



2020年度までに、 
80％以上の教員が、ＩＣＴを
活用した授業を実施できる
ようにする。 
（2017年度59％） 

① 電子黒板機能付プロジェクター設置 



学校教育自己診断における、 
「授業の予習復習はできている」

への生徒の回答を、2020年度
までに80％以上にする。 
（2017年度45％） 

① 電子黒板機能付プロジェクター設置 



② 理科の講義室にエアコンの設置 
物理、化学、生物、地学の４つの講義室の全てに 
エアコンを設置します。 



③ トイレの改装 近代化 
南館西側のトイレを全て洋式の最新のトイレに変更 



④ 体育館の照明のＬＥＤへの変更 
体育館の天井照明を全てＬＥＤ化して、明るく安全に 



･2022年度から改定。 
「総合的な探求の時間」の実施等、
本校のカリキュラム内容を2020年
度までに変更することを決める。 



スポーツ庁、大阪府教育庁の指針が出た。 
2019年度から、大阪府立高校には、全てこの指針を
適用される。 

  
①週当たり2日（平日1日、週末1日）以上
の休養日を基本に、１年間で104日以上の
休養日（部活を行わない日）を設ける。 
 

②１日の活動時間は、長くとも平日２時間
程度、学校休業日は４時間程度とする。 



 ② 経済面におけるメリット   
＝全員が購入することで低価格化を図る 

③ 自主自立の教育を目指して    
   ＝服装などを気にすることなく、自ら学び、考えることに 
   集中し、ひとりひとりの内面の個性を磨きあげて欲しい 

 ① 安全性のメリット 
    ＝増加する事件、事故、自然災害等への対応の迅速化 



①不審者侵入の抑止 
②声かけ事案・不審者対策 
③自然災害時等の対応の迅速化 

１． 安全性のメリット 
      ＝増加する事件、事故、自然災害等への対応の迅速化 



① ボリュームディスカウント 
② 夏服の軽装化 
  （ﾎﾟﾛｼｬﾂの制服等） 

２． 経済面におけるメリット 
      ＝全員が購入することで低価格化を図る 



① 服装を考える時間の節約 
② 自主自立の精神を前進させる 
  

３． 自主自立の教育を目指して    
      ＝服装などを気にすることなく、自ら学び、考えることに 
   集中し、ひとりひとりの内面の個性を磨きあげて欲しい 

自主自立の精神を前進させる 



今年、 大阪府立高校の一校で、 
 ｢不審な男が教室に入って来た｣   
と、１１０番通報する事件が発生。 
 怪我人はなかった。 



校内での盗難などの事件があった場合に、
不審者と私服の生徒との見分けがつかない。 



毎年、本校の生徒への声かけ事案がある。 
電車での痴漢被害なども報告されている。 
制服化で、一見して牧野高校の生徒だと 
分かれば、被害を逃れ、護ってもらえること
もある。 



６月の地震、７月豪雨、９月の台風災害
など、大規模で予測不能の自然災害が、
登校中や、下校中の時間帯を含めて、
いつ起きるかわからない。 



校外での生徒の安否確認、所在確認が
求められる場合に、私服では 
牧野高校生であることが分からず、 
必要な対応を迅速に行うことができない
可能性がある。 












